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号数活字の三つの系列：
近代日本の活字の大きさはどう決められたか

Three Series of Gōsū Type Sizes: How the Sizes of Modern Japanese Type Were Set

森川 啓

架空大学 文学部

要 旨　明治初期に日本で鋳造が始まった金属活字は、初号から八号までの九つの大きさを「号数」で呼び分けた。

本稿では、号数活字の大きさが倍と半分の関係で結ばれた三つの系列からなることを示し、その構造が組版の実務

に何をもたらしたかを整理する。また、1962 年に日本工業規格が号数をポイントの値で定め直した経緯と、いま

も五号に当たる 10.5ポイントが和文の標準の大きさとして残っている理由を考察する。
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1.　はじめに

日本語の活字印刷は、近世初期の古活字版のように早

くから試みられてきたが(1)、出版の主流となったのは
明治に入って金属活字が鋳造されてからである(2, 3)。
その活字の大きさは、いまのようなポイントではなく、

「号数」という独自の単位で呼ばれていた。

号数活字の名前は、組版や印刷の歴史を扱う文献にた

びたび現れる(4, 5)。しかし、九つの大きさがどのよう
な関係で並んでいるのかは、個々の数値ほどには知られ

ていない。本稿では、号数の大きさを系列ごとに整理し、

その構造が組版に与えた影響を考える1。

2.　号数活字の成立

号数の体系は、1869 年に長崎で本木昌造らが上海の

美華書館の技術者から活字鋳造を学んだことに始まると

される。その後、平野富二が東京築地活版製造所を設け、

号数活字は同所の製品として全国に広まった(6)。同所

の活字見本は、近代日本の書体と字形を知るための基本

資料となっている(7)。

3.　三つの系列

号数活字の大きさを表1に示す。九つの大きさは、互

いに倍と半分の関係で結ばれた三つの系列に分けられる。

初号・二号・五号・七号の系列、一号・四号の系列、三

号・六号・八号の系列である（図1）。

号数 旧号数（pt） 新号数（pt） 系列

初号 42 42 初号系

一号 27.5 26.25 一号系

二号 21 21 初号系

三号 16 15.75 三号系

四号 13.75 13.125 一号系

五号 10.5 10.5 初号系

六号 8 7.875 三号系

七号 5.25 5.25 初号系

八号 4 3.9375 三号系

表 1　号数活字の大きさ。新号数は JIS Z 8305（1962）による

この構造には実務上の利点があった。五号の本文に七

号のルビを付けると、ルビの大きさはちょうど本文の半1 本稿でいう「活字」は、鉛合金で鋳造した金属活字を指す。



分になる。また、二号の文字一つは五号の文字二つ分の

幅に当たるので、見出しの字数を本文の字数に換算して

版面を割り付けやすい。号数の名前は、大きさの序列と

いうより、この倍数関係を前提とした組版の道具立て

だったといえる。

図 1　号数活字の三つの系列。上から初号系、一号系、三号系。正
方形は旧号数の大きさを実寸で示す

4.　ポイントへの移行

東京築地活版製造所は、1903 年にアメリカ式のポイ
ント制による活字を売り出した。それでも号数活字は長

く使われ続け、1962 年の日本工業規格 JIS Z 8305「活
字の基準寸法」は、号数をポイントの値で定め直した。

この「新号数」では、一号・三号・四号・六号・八号の

値が旧来のものからわずかに変わっている1。

活字の製造方法の変遷については高橋(8)が、近代印

刷の導入期の資料については水野(9)が概観している。

5.　おわりに

金属活字が使われなくなったいまも、号数の名残は身

近に残っている。和文のワープロソフトが本文の既定の

大きさとする 10.5 ポイントは、五号の値そのものであ

る。号数活字の三つの系列は、日本語の組版が長く拠り

所としてきた寸法の体系であった。
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1 旧号数の値は東京築地活版製造所の製品による。関東の印刷所の

多くは、規格の制定後も旧号数の活字を使い続けた。
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